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北海道大学農学部農場研究報告第23号： 41-49 (1983) 

アスパラガスにおける雄性系統の育成に関する研究

第 1報超雄株 (MM)の選抜と雄性系統の試作について

澤田英吉＊・田村 勉・八鍬利郎・原田 隆

（北海道大学農学部果樹・商菜園芸学教室）

今河 茂

（北海道大学農学部附属農場）

山本茂雄＊＊・佐藤滋樹・山吹一芳

（北海製缶株式会社缶詰研究所）

緒 戸

アスパラガスは雌雄異株の作物であるが，雄株

の場合は雌株に比べて収量が多いといわれてお

り，若茎の太さも適当で倒伏し難く，かつ落下し

た種子による実生の雑草化ということがないので

栽培上雌株より有利な点が多いとされている立3,_

4,9,13,17)。しかし，アスパラガスでは雌株は劣性ホモ

個体 (mm)で雄株はヘテロ個体 (Mm)であると

されており，通常の有性繁殖では雌株と雄株が

1 : 1の割合で出現する 12)。また雌雄を識別する

指標は花器の形状のみであり，開花までに 1年以

上を要することから，通常の栽培様式における一

年生苗の定植時期に雄株のみを選別して定植する

ことは困難である。したがって雄性個体のみを生

ずる種子集団を得ることができれば栽培上極めて

大きな利用価値があると考えられる。いっぽう，

アスパラガスでは受精能力のある雌蕊を有する雄

花をもち，発芽能力のある種子を内蔵する果実を

着生する雄株 (Mm)がまれに存在することがわ

かっており，このことを利用して超雄株 (MM)

を養成し，超雄株と雌株との交配により全雄性種

*1980年死去
＊＊現在本社企画室
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子集団を得ることの可能性も報告されている 16)0 

筆者らはわが国に栽培されているアスパラガスを

基として超雄株の選抜を試み，これを利用して得

た雄性個体集団すなわち雄性系統についても栽培

上の特性を若干調査したのでその概要を報告す

る。

材料及び方法

アスパラガスの性については前述のとおり遺伝

的に雌株は劣性ホモ (mm)であり雄株はヘテロ

(Mm)であると説明されているが，雄株の中には

まれに受精能力を有する雌蕊をもった雄花が着生

し，いくつかの種子を内蔵する果実を着ける株が

ある。これらの種子は

MmxMm→ 1 MM+ 2 Mm+ 1 mm  

となる。すなわち，雌株 (mm)は全体の 1/4で，

残りは雄株となり，これらの雄株のうち 1/3(全体

の1/4)はMMであるから，これを花粉親として

通常の雌株と交配すればすべて雄株となる。その

育成方法はつぎのとおりである 16)0

1. 超雄株 (MM)の選抜

MMの遺伝子型をもつ超雄株を選抜するため
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次の順序で試験を進めた。 (1)果実（発芽能力を

有する種子を内蔵）を着ける雄株(Mm)を見つけ，

これから種子をとる (Fけ。 (2)F1の中のMM型

株を判別するために，雌株は除き，雄株について

他の雌株と交配して採種する (Fり。 (3)F2の性

比を調べることにより， Eの雄株の遺伝子型を判

定する。

1963年及び1964年の夏に北海道の中央地区

（札幌市，夕張市），南部地区（伊達市，大野町）

及び東部地区（上湧別町）の一般栽培者のアスパ

ラガス圃場を調査し，雄株であって果実を着生し

ている株を探すことから試験を開始した。発見し

た株には標識を付し，同年秋に種子を採取し，北

海道大学農学部附属農場薩菜園を用いて上述の方

法により F,,F2の養成及び検定を行った（第 1回

試験）。また，現地で発見した株の一部は掘り取っ

て北海道大学薩菜園に移植して，これらの株から

も同様の方法によって採種し， F,,F2の検定を

行った（第2回試験）。

2. 雄性系統SM-1についての調査

上述の方法で得られた超雄株を用いて育成した

雄性系統SM-1について，果して全株が雄性であ

るか否かを確認すると共に収量性についても検討

する目的で‘メリーワシントン 500W'を対照品種

として比較試験を行った。すなわち， 1975年 3月

ペーパーポットに播種し，同年6月北海製缶株式

会社石狩農場（石狩町生振）に定植し，慣行法に

より栽培した。畦幅は 250cm, 株間は 60cmであ

る。収穫はグリーンアスパラガスの状態で行い，

長さ 21cmに調整して測定した。また，収穫期間

は1977年（収穫 1年目） 15日間， 1978年（収穫

2年目） 30日間， 1979年（収穫3年目）以降は 60

日間とし，個体数は 1区220株の 2区制とした。

結 果

1. 超雄株の選抜

(1) 第 1回試験

i)果実（発芽能力を有する種子を内蔵）を着

ける雄株からの採種と Eの雌雄鑑別

上述の調査の結果， 5地域のうち，伊達市の品

種瑞洋’を栽培している圃場において 1963年夏に

果実を少数着生した雄株6株を発見した。これら

の株に標識をつけておき，同年秋に果実を採取し

たが，未成熟のまま落果したものや健全な種子を

含まないものが多く，実際に採種したものは

Table 1に示すとおりであった。

Table 1. 

Mark of plant 

Number and the characteristics of seeds obtained from fruits bearing on a 
male plant in the first trial of obtaining a supermale plant. 

No. of seeds 

Semi-mature seeds 
No. of fruits 

Mature seeds 

1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

2 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

4 

5-1 

5-2 

6 

Total number 

1

7

3

1

2

7

4

1

1

1

1

1

1

4

1

 

1

1

 

4

1

 

1

2

 

Immature seeds 

1 

14 

ー

1

6

 

ー

1

6

2
 ー

1

1

1

1

6

6

 

ー

34 6
 

28 
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このようにして得た不完全種子を含む 40粒を

1964年 3月5日にペトリ皿中で発芽させたとこ

ろ，幼植物28個体が得られたので温室内育苗床に

移して 1965年春に圃場に定植した。その後一部の

株が枯死したが生き残った株のうち雄株 (F1の雄

株）は 6株であった。

ii) F1の遺伝子型の判定

F1の雄株6株について遺伝子型を判定するた

め， 1965-1966年にそれぞれ他の雌株と交配して

得た種子を 1966-1967年に播種し，それから得ら

れた個体 (F2)の性比を調査した。 1968年の調査

結果はTable2のとおりで， 5 -2 -2 (F1)から

得たEは178株すべてが雄株であったので， F1
(5-2-2)の遺伝子型は MMであると考えられ

る。したがって，この株を花粉親として種子を採

ると，その実生はすべて雄株となることが予測さ

れる。もちろん，このようにして得られる雄性系

統が栽培に利用された場合，有利であるか否かに

ついては他の種々の形質をも合わせて比較検討す

る必要があることはいうまでもない。

その後の調査で， 5-2-2は超雄株 (MM)で

あるが草勢が弱いので育種材料としては不適当で

あると判断し，次に述べる第2回の超雄株育成試

験に移った。

(2) 第2回試験

i)果実を着ける雄株からの採種と凡の雌雄

鑑別

1963年に伊達市において見出した果実を着け

る雄株のうち，草姿から有望と思われるもの3株

を選び，北海道大学の蔽莱園に移植した。これら

の株から 1965年に新しいE種子を 72粒採種し

た。その種子を 1966年に播種して得た植物体のう

ち，雄株は 25個体であった。

ii) F, の遺伝子型の判定

Table 2. Sex of F, hybrids in the first trial of obtaining a supermale plant. 

Mark of No. of F2 No. of flowering No. of plants with No. of pflloawntes r with No. of plants with 
F, plant hybrid plants male flower female no flower 

1-2-2 73 21 12 ， 52 

3-2-3 104 46 29 17 58 

3-2-7 118 66 34 32 52 

5-1-14 181 172 101 71 ， 
5-2-2 178 178 178 

゜ ゜5-2-6 111 80 75 5 31 

Table 3. Number of seeds produced from F, hybrid and planted in the second trial of obtaining 
a supermale plant. 

Mark of male plant No. of seeds No. of planted Mark of male plant No. of seeds No. of planted 
of F1 from F, seeds of F, from F, seeds 

D-3-1 190 140 D-3-17 200 140 

D-3-2 205 140 D-3-18 220 140 

D-3-3 147 140 D-3-19 55 55 

D-3-4 195 140 D-3-20 137 137 

D-3-5 192 140 D-3-21 79 79 

D-3-6 130 130 D-3-23 140 140 

D-3-7 154 140 D-3-24 206 140 

D-3-8 185 140 D-3-26 114 114 

D-3-10 175 140 D-3-27 115 115 

D-3-11 150 140 D-3-29 77 77 

D-3-12 184 140 D-3-30 123 123 

D-3-13 114 114 D-3-31 67 67 

D-3-15 212 140 
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Table 4. Sex of F2 hybrid in the second trial of obtaining a supermale plant. 

No. of flowering plants 
Mark of F, Total number 
hybrid of F2 Total number with male with female No. onf o pfllaonwt er 

flower flower with 

D-3-1 105 105 105 

゜ ゜D-3-2 109 108 108 

゜
1 

D-3-3 92 91 90 1 1 

D-3-4 153 142 99 43 11 

D-3-5 124 124 64 60 

゜D-3-6 76 73 71 2 3 

D-3-7 112 101 51 50 11 

D-3-8 105 103 70 33 2 

D-3-10 123 112 65 47 11 

D-3-11 98 97 97 

゜
1 

D-3-12 119 117 117 

゜
2 

D-3-13 100 95 61 34 5 

D-3-15 139 130 128 2 ， 
D-3-17 75 63 31 32 12 

D-3-18 89 82 43 39 7 

D-3-19 39 35 20 15 4 

D-3-20 77 67 66 1 10 

D-3-21 73 70 52 18 3 

D-3-23 104 93 46 47 11 

D-3-24 100 98 59 39 2 

D-3-26 llO 108 107 1 2 

D-3-27 95 93 59 34 2 

D-3-29 42 42 42 

゜ ゜D-3-30 59 53 52 1 6 

D-3-31 68 66 42 24 2 

2. 雄性系統SM-1の育成経過とその栽培上

F1の雄株25株のおのおのについて前述の方法 の特性に関する調査結果

に従って他の雌株と交配して得た F2種子を 1969 (1) SM-1種子の採種

年 12月25日に温室内に播種した。この場合の採 上述の第 2回超雄株選抜試験において得られた

種数と播種数は Table3に示すとおりで，採種量 超雄株 11個体のうち，生育旺盛で若茎の形状も良

の多い株については播種数は 140粒とした。 好なもの数株が選ばれたが，そのうちD-3-3が

1970年 5月25日にこれらの苗を圃場に定植し 特に有望と考えられたので，この株を花粉親とし

た。 1971年夏に開花状況を調査した結果は Table て交配を行い雄性系統の種子の採種を行った。す

4のとおりで，一部未開花の株もあったが， E各 なわち， 1971年に選抜された‘メリーワシントン

株の遺伝子型をほぼ確認することができた。すな 500'の雌株31株を隔離して栽植し，その間に株分

わち， D-3 -1, D-3 -2 , D-3 -3 , D-3 -6 , けしたD-3-3を1972年に植付けた結果， 1972

D-3-11, D-3-12, D-3-15, D-3-20, D-3-26, 年及び 1973年に雄性の種子集団を得たので，これ

D-3 -2 9 , D-3 -30の 11株は超雄株 (MM)と らを雄性系統SM-1と命名した。

推定された。なお，その後の調査によりこのこと (2) SM-1の栽培適性比較試験

は確認された。 1977年から 1981年までの 5年間の各年におけ
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Table 5. Yieldll of all-male strain SM-1 and'Mary Washington 500 W'for 220 plants. 

Spear over 10 gr. Spear under 10 gr. Total 
Weight 

CV. & stram year 
Number Weight Av. weight Number of spears 

Weight Av. weight of ends2'Number 
of spears 

Weight 

kg gr 

1977 466 8.94 20.0 

Mary Washington '78 1,321 29.92 22.6 

500 W '79 3,399 81.51 23.9 

'80 3,775 85.12 22.5 

'81 3,504 86.49 24.7 

1977 862 14.56 16.9 

'78 1,852 39.51 21.3 

SM-1 '79 4,315 92.97 21.5 

'80 4,774 93.80 19.7 

'81 4,651 100.32 21.6 

1) All spears were harvested as green asparagus. 
2) Cutted off in preparation. 

る収穫茎数（若茎数）と収量の比較は Table5に

示すとおりで， 10g以上の若茎については対照品

種である‘メリーワシントン 500W'に比べ SM-1

のほうが各年とも本数，重量のいずれも多かった。

また， 10g未満の若茎についても SM-1が茎数，

重量ともに優れていた。その結果として総収量は

各年ともに SM-1が多かった。しかし， 10g以上

の茎の平均 1本重では SM-1の方か‘メリーワシ

ントン 500W'より軽く， 10g未満の茎では 1979

年を除くと大差はなかった。そのため，合計では

茎数に比べ重量の差の方が小さくなっている。

Table 6は‘メリーワシントン 500W'の各項目の

kg gr kg kg 

114 0.90 5.2 1.98 560 11.51 

271 1.54 5.7 9.11 1,592 40.57 

587 3.37 5.7 37.55 3,987 122.43 

895 6.35 7.1 66.07 4,670 157.53 

488 3.40 7.0 31.23 3,992 121.11 

306 1.69 5.5 3.41 1,168 19.66 

518 2.74 5.3 13.31 2,370 55.55 

1,140 6.29 5.5 47.10 5,455 146.37 

1,490 11.02 7.4 80.55 6,264 185.57 

742 5.16 7.0 43.24 5,393 148.73 

測定値を 100としたときの SM-1のそれを指数

で示したもので上述の傾向がよく示されている。

つぎに収量を時期別に比較すると， 10g以上の

若茎も 10g未満の若茎も収穫の全期間を通じて

SM-1の方が多かった (Table7, 8)。また，全

収量に占める 10g以上の若茎の時期別収量比率

では SM-1と‘メリーワシントン 500W'にほとん

ど同じ傾向がみられ，早晩性に差は認められな

かった。すなわち，収穫開始後 16-30日目の期間

が収穫期間中で最も高い値を示し，いずれも茎数

で30-32%, 重量で33-35%を占めている。

31-45日目及び46-60日目の期間が璽量で約

Table 6. Yield1> of all-male strain SM-1 and'Mary Washington 500 W'for 220 plants. 

Spear over 10 gr. Spear under 10 gr. Total 

CV. & stram year Weight 
Numb Weight Av. weight . Av. weight ,, 
er of spears Number Weight of spears of ends Number Weight 

Mary Washington each 
100 100 100 100 100 100 100 100 100 500 W year 

1977 193 163 85 268 283 106 172 209 171 

'78 140 132 94 191 178 93 145 149 137 

SM-1 '79 130 114 90 194 187 196 125 137 120 

'80 126 110 88 166 174 104 122 134 118 

'81 133 116 87 152 152 100 138 135 128 

1) All spears were harvested as green asparagus. Figures show index relative to cardinal number 100 standardized 
the value of'Mary Washington 500 W' 
2) Cutted off in preparation. 
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Table 7. Number of spears harvested within a certain-limited harvesting term for 220 plants in 1981. 0 

Harvesting period after the beginning of harvesting 
Total 

CV. & strain 
1-15 day 16-30 day 31-45 day 46-60 day 

over under over under over under over under over under 
10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 

Mary Washington 613 56 1,126 104 852 148 913 180 3,504 488 

500 W (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) 

825 69 1,409 157 1,158 196 1,259 320 4,651 742 
SM-1 

(134) (123) (125) (151) (136) (132) (138) (178) (133) (152) 

1) All spears were harvested as green asparagus. Figures in parentheses show indices. 

Table 8. Yield of all-male strain SM-1 and'Mary Washington 500 W'according to harvesting time for 
220 plants in 1981. n 

Harvesting period after the beginning of harvesting 
Total 

CV. & strain 
1-15 day 16-30 day 31-45 day 46-60 day 

ovヽer under over under over under oyer under over under 
10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 

kg kg kg kg kg kg kg kg kg kg 

Mary 5W00 asW hington 16.01 0.42 30.06 0.73 20.55 1.01 19.87 1.23 86.49 3.40 

(100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) (100) 

20.22 0.47 33.64 1.01 23.55 1.31 22.92 2.37 100.32 5.16 
SM-1 

(126) (114) (125) (138) (115) (129) (ll5) (192) (116) (152) 

1) All spears were harvested as green asparagus. Figures in parentheses show indices. 

Table 9. Percentage of number and weight of various spears classified by weight for 220 plants in 1981. 0 

Harvesting period after the beginning of harvesting 
Total 

CV. & strain Yield 
1-15 day 16-30 day 31-45 day 46-60 day 

over under over 
10 gr 10 gr 10 gr 

％ ％ ％ 

Mary Washington Number 
500 W 

17.5 11.5 32.1 

Weight 18.5 12.2 34.8 

Number 17.7 9.3 30.3 
SM-1 

Weight 20.1 9.2 33.5 

1) All spears were harvested as green asparagus. 

23-24%でこれに次ぎ， 1-15日目の期間は

19-20%で最：も低い。しかし， これらの数値をみ

ると時期により特に大きな変動はみられずほぼ平

均化している (Table9)。

なお，生育中の花の調査から SM-1は全部の株

が雄性であることが認められたが，これらの株に

全く果実が着生しなかった訳ではなく，年によっ

て果実が着生する株が若千認められた。しかし，

果実の着生数は‘メリーワシントン 500W'の雌株

に比べると極めて少なく，畑全体を眺めると‘メ

under over under over under over under 
10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 10 gr 

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

21.3 24.3 30.3 26.l 36.9 100 100 

21.6 23.8 29.9 22.9 36.3 100 100 

21.1 24.9 26.4 27.l 43.1 100 100 

19.6 23.5 25.3 22.8 45.8 100 100 

リーワシントン 500W'では真赤な果実を着生し

ている雌株が混生しているので一目で分かるのに

対し， SM-1では果実がはとんど目立たず，全体

カ灘株のみであるように見えた。また，落葉期に

は‘メリーワシントン 500W'では雌株は雄株より

1週間ほど早く葉状茎が脱落し，この傾向は果実

を多く着生している雌株ほど著しいことが認めら

れた。これに対し， SM-1では晩秋まで濃緑色を

呈しており，この時期において両者の茎葉繁茂状

態の差が最も明瞭に認められた。
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考 察

遺伝子型MMをもつ優性同型接合体である超

雄株 (supermale) を利用して育成した雄性品種

（または系統）の例はオランダや米国で報告され

ているが，わが国でこれらの雄性品種を導入して

他の普通品種との比較試験を行った成績をみる

と，多収の品種群の中にランクされたものはある

ものの抜群の好成績を示すものは認められてはい

ない5,6,7,9,10,16)0 

筆者らはわが国に適する性質をもった雄性系統

を育成する目的で本研究を開始したが，まず最初

の，問題点は果たしてわが国で栽培されているア

スパラガスの中から果実を着生する雄株を見出す

ことができるか否かということであった。しかし，

1963年の調査により，品種‘瑞洋’が栽植してある

伊達市の圃場において数株を発見することができ

て雄性系統育成の手掛りを得た。 1964年は更に調

査域を広めて大がかりな調査を行ったが，果実を

着生した雄株は 1株も見出すことができなかっ

た。これは目的とする雄株が全く存在しなかった

ということよりはむしろ調査を行った時期が発見

のための最適期ではなかったことに原因があった

と考えられる。何故なら，果実をわずかしか着生

していない株があっても，その同じ茎に開花中の

雄花が着生していない限り雄株に着生した果実と

は判定できないからである。

伊達市で発見した雄株から採種した種子を基と

して超雄株を選抜することは比較的順調に進めら

れた。このことから Sneepらの理論は立証された

ことになる 12,16)。

新品種を育成するためには，より多くの MM株

を養成し，個々の超雄株について草勢，収量性，

耐病性のほか若茎の形状，品質に至るまでの性状

を調査し，さらに母親として使用する雌株につい

ても多くの株について同様の調壺を行い，最も優

良な株を選抜した後，両者の交配実生について特

性調査を行うべきであるが，その行程はかなりの

年月を要する。したがって，これらの調査を進め

るかたわら、まず試作系統を育成し，果たしてど

の程度の隔離採種によって 100%の雄株を得るこ

とができ，普通品種との間にどのような点で差が

認められるかを検討した。その意味で育成された

のがSM-1である。

SM-1を試作した結果，超雄株を花粉親とした

場合に採種時に注意すれば雌株を含まない完全に

雄株だけの系統・品種が得られることが立証され

た。また，現在の奨励品種である‘メリーワシント

ン500W'と比較しても収量が高いという結果が

得られた。雌株は果実を着生した場合，その発育，

成熟のために多量の栄養分が消費され，その分だ

け株自体の充実の障害となることが推察される。

実際に果実を多く着生した雌株は雄株より早く葉

状茎が脱落する現象が認められ，他品種が全体と

して褐変している時期に SM-1のみが濃緑色を

呈していた。このことが収量に影響することも容

易に考えられる。

農業上，雄株が雌株に比べて有利である点につ

いては古くから多くの報告があるが，その中には

緒言で述べた項目のほか，雄株が雌株より早生性

である点や雄株のほうが寿命が長く，齢が高くな

るほど栽培上の有利性がはっきりするなどの点も

あげられている 1,3,4,13,14,15,17)。早生性については本

調査の結果では明らかな傾向が認められなかった

(Table 9)。また，寿命に関連する事項については

更に調査を継続することにより確認されるものと

考えられる。

SM-1の試作については本試験のほかに農林

水産省北海道農業試験場，北海道立中央農業試験

場及び道南農業試験場にも依頼し，すでに他品種

との比較試験成績が得られているが，結果の項で

述べた本試験の成績とおおよそ同様の傾向が認め

られている 11)。ただ，SM-1について若茎の先端が

開きやすい傾向があるとの記載も一部なされてい

る8)。

SM-1の父親である超雄株のD-3-3は，伊達

市の古い圃場から見出した果実を瘤ける雄株の

Eであるが，この品種は‘瑞洋’であったことから，

SM-1には‘瑞洋’と‘メリーワシントン’系の形質

が入っているということができる。

今後，母親として用いる優良雌株を選抜するこ

とによりさらに優良な雄性系統を育成することが
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期待される。

摘要

アスパラガスの雄性系統の育成を目的として試

験を開始し，概略下記のような結果を得た。

1. 1963年及び1964年に北海道における主な

アスパラガス産地を調査した結果，伊達市の品種

‘瑞洋’の圃場で果実を着生する雄株を 6株見出し

た。

2. これらの株から採種した種子の実生 (F1)

のうち雄株31個体について遺伝子型の判定を

行った結果，12株が超雄株（遺伝子型 MM)であっ

た。

3.'メリーワシントン 500'の雌株と超雄株と

の交配により試作用の雄性系統SM-1を育成し，

‘メリーワシントン 500W'を対照品種として比較

調査を行った結果， SM-1は全株が雄株であるこ

とが確認され，収量性においても‘メリーワシント

ン500W'に比べ優れていた。

4. 今後，母親に用いる雌株として優良株を選

抜し，さらに優良な雄性品種を育成することが期

待される。
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Studies on the Breeding of All-male Cultivar in Asparagus 

I. Obtaining of a supermale plant and breeding of an all-male strain for trial 

Eikichi SAWADA, Tsutomu TAMURA, Toshiro YAKUWA and Takashi HARADA 
(Department of Horticulture, Faculty of Agriculture, Hokkaido University, Sapporo, Japan) 

Shigeru IMAKA w A 
(Experiment Farms, Faculty of Agriculture, Hokkaido University, Sapporo, Japan) 

Shigeo YAMAMOTO, Shigeki SA TO and Kazuyoshi Y AMABUKI 
(Canning Research Institute, Hokkai Can Co. Ltd., Sapporo, Japan) 

Summary 

Since 1963, some experiments have been carried out to breed an all-male strain in asparagus. The 
results obtained are summarized as follows : 
1 . In 1963 and 1964, many commercial asparagus fields in Hokkaido were inspected and six male 

plants bearing some fruits were found at the field of cv.'Zuiyoh'in Date City. 
2. Thirty-one male seedlings (F,) were obtained from the seeds produced on the six male plants, 

and twelve supermale plants (MM) were found in those by crossing test. 
3. An all-male strain'SM-1'was bred by hybridization between a supermaleplant and female plants 

of'Mary Washington 500'. The results of the growing test showed that all of seedlings of'SM-1'were 
male plants and their productivity was higher than that of'Mary Washington 500 W'used for control. 

4. From these results, a possibility of breeding the new all-male cultivar with superior characteris-

tics by hybridization between a supermale plant and excellent female plasts exists in the near future. 
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